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（論 文 内容 の要 旨）

機 械翻 訳 ，情 報 抽 出な どの 自然 言語 処理 の タス クで は，対訳 辞 書 は極 めて重 要 な

役 割 を果 た して い る． 本研 究 で は， トピ ックモ デル 及 びIBMモ デル な どの単 語 ア

ライ ンメ ン ト手 法 をを組 み合 わせ ，対 照 コーパ スか ら対 訳 辞 書 を抽 出す る フ レーム

ワー ク を提 案 す る．

多 言語 トピ ックモ デル を利用 す る こ とに よ り， まず ドキ ュメ ン ト整 列 の対 照 コー

パ ス を トピック整列 の対訳 コーパ ス に転換 す る．この トピ ック整 列の コーパ ス は，機

械翻 訳 に よ く使 わ れ る対 訳 コーパ ス に構 造 的 に類似 す る ため ，単語 整列 モデル を利

用 し，対 訳 辞書 を抽 出す る こ とが 可能 とな る．

この フ レー ム ワー クの次 の2つ の利 点 を持 つ．

（1） プ ロセス の ブー トス トラ ップ と して ， シー ド辞書 が 不必要 で あ る．

（2） 二 つ の言語 以 上 の多 言語対 照 コーパ ス も同様 に利用 で き る．

ウィキペ デ ィアのデ ー タセ ッ トを使 って の大 規模 実験 で は，提 案 手法 が先 行研 究

よ り高精 度 の辞 書 を抽 出で きる こ とが実 証 され た ． さ らに， よ り多 くの言語 をデ ー

タセ ッ トに追 加 す れ ば、 本 手法 の性 能 は よ り一 層 高 くな る こ とを示 した ．



氏 名 劉暁東

（論文審査結果の要 旨）

平成27年1月23日 に開催 した公聴会の結果 を参考に平成27年2月18日 に本博士

論文の審査 を行 った．以下の とお り，本博士論文 は，提案者 が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すもの と認め る．

劉暁東 は，本博士論文において，多言語の対照 コーパスを用 いて対訳辞書の自動

構築 を行 う手法を提案 した．本論文の貢献は次のようにまとめることがで きる．

1．必ず しも文対応が付 かないが，同様 の内容を記述 した二言語 の対照 コーパス

を対象 に，多言語 トピックモデルを利用 して，言語間で共通の トピックモデル

を学習 し，二言語の文書 を共通の トピックを持つ語の集合 として疑似 的な並列

コーパス とし，対訳単語対 を抽出す る手法 を提案 した．

2．対照 コーパスか ら対訳 を抽出する他手法に比較 して，高い精度で対訳単語対 を

抽出できること，また， トピックモデル を利用する副作用 として単語の多義性

を考慮 した対訳抽 出となっていることを示 した．

3．二 つ以 上 の言語 の対照 コーパ ス を用 い るこ とによ り，対訳 単語対 を よ り高い精

度 で抽 出可能 で あ る こ とを示 した．

多言語対照 コーパスか ら対訳辞書を高い精度で抽出する手法 を提案 した本研究は，

独創性 が高 く， しかも実用的であ り，自然言語処理 の分野 において高い貢献がある

と評価す る．

よって，本論文は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認める．


